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一一般般
質質問問

質
問 
市
内
中
学
生
が
自
由
に
意
見
を
述
べ

る
機
会
を
設
け
、
さ
ら
に
身
近
な
地
方
議
会

の
現
場
を
体
験
す
る
た
め
に
、
本
会
議
場
を

利
用
し
た
中
学
生
議
会
の
開
催
を
提
案
す
る
。

答
弁　

各
中
学
校
の
代
表
者
が
、
自
分
の
実

体
験
を
通
じ
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
改
善

し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
場
と

し
て
、
現
在
、
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
を
実
施
し

て
い
る
。
議
場
で
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
学

校
の
教
育
課
程
に
位
置
付
け
る
場
合
、
全
て

の
子
ど
も
に
体
験
さ
せ
る
機
会
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
代
表
の
み
の
参
加
で
は

公
教
育
で
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

質
問 
教
育
か
ら
離
れ
て
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

市
長
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
意
見

発
表
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
に

機
会
の
あ
る
た
び
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
意
見
や
話
を
聞
き
、

市
政
へ
の
参
考
に
し
て
ま
い
り
た
い
。

中
学
生
議
会
を
開
催
し
て
み
て
は

佐
藤　

一
郎

（
未
来
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

質
問 
保
育
ニ
ー
ズ
の
見
込
み
に
関
し
、
５

月
の
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
は　

名
程
度

５０

確
保
策
が
足
り
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
見

込
み
を　

名
削
減
し
た
。
そ
の
理
由
は
。

１９

答
弁　

平
成　

年
度
実
績
と　

％
の
乖
離
が

２９

１０

あ
り
、
含
む
べ
き
で
な
い
ニ
ー
ズ
を
除
い
た
。

質
問 
子
ど
も
が
小
さ
く
、「
利
用
し
た
い

が
保
育
の
空
き
が
な
い
」
や
「
経
済
的
な
理

由
で
施
設
を
利
用
で
き
な
い
」
た
め
と
答
え

た　

名
分
を
除
外
し
た
の
は
不
適
切
で
は
。

１０
答
弁　

手
法
と
し
て
誤
り
と
考
え
て
な
い
。

質
問 
待
機
児
童
解
消
を
図
ろ
う
と
す
れ
ば
、

ニ
ー
ズ
が　

％
以
上
想
定
よ
り
増
え
て
い
る

１０

中
で
、
利
用
し
た
い
と
考
え
る
方
々
を
除
外

す
る
判
断
は
で
き
な
い
は
ず
。
来
年
度
は
国

が
定
め
る
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
期
限
だ
が
、
市

長
は
本
気
で
ゼ
ロ
に
す
る
気
が
あ
る
の
か
。

市
長　

提
供
体
制
は
し
っ
か
り
確
保
す
る
。

意
見 
本
気
な
ら
、
あ
え
て
削
減
し
た
見
込

み
に
、
施
設
の
確
保
策
を
合
わ
せ
な
い
。
来

年
度
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
は
不
安
が
残
る
。

し
ん
か
わ
閉
園
は
延
期
し
待
機
児
童
解
消
の
加
速
を

梶
井　

琢
太

（
未
来
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

質
問 
東
京
都
の
「
東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
作
成
の
目
的
を
伺
う
。

答
弁　

東
京
で
起
こ
り
や
す
い
三
つ
の
風
水

害
で
あ
る
「
土
砂
災
害
」「
河
川
の
氾
濫
」「
高

潮
に
よ
る
氾
濫
」を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

気
象
状
況
の
発
生
を
想
定
し
、
避
難
に
備
え

た
行
動
を
市
民
一
人
ひ
と
り
が
事
前
に
決
め

て
お
く
た
め
に
作
成
す
る
避
難
行
動
計
画
。

質
問 
避
難
情
報
や
気
象
情
報
の
大
量
の
正

し
い
情
報
を
市
民
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
教
材
が
「
東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

だ
と
思
う
が
、
そ
の
活
用
お
よ
び
作
成
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

作
成
す
る
際
に
重
要
な
点
は
三
つ
。

陰
避
難
の
た
め
の
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
。

隠
避
難
の
準
備
を
す
る
こ
と
。
韻
避
難
を
開

始
す
る
こ
と
。
住
ん
で
い
る
場
所
や
建
物
、

年
齢
、
家
族
構
成
な
ど
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
状

況
が
違
う
。
風
水
害
か
ら
自
分
自
身
の
命
を

守
る
た
め
「
東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

を
活
用
し
、
災
害
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
に
つ
い
て

島
崎　

孝
（
自
民
ク
ラ
ブ
）

質
問 
財
政
健
全
経
営
計
画
実
行
プ
ラ
ン
に

お
け
る
「
住
民
情
報
系
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利

用
」「
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化
の

推
進
」「
文
書
事
務
の
効
率
化
の
推
進
」
の
具

体
的
効
果
を
伺
う
。

答
弁　

職
員
の
負
担
軽
減
や
業
務
の
効
率
、

人
口
減
少
へ
の
備
え
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、

国
が
目
指
す
べ
き
姿
と
す
る
ス
マ
ー
ト
自
治

体
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

質
問 
令
和
元
年
度
教
育
委
員
会
の
権
限
に

属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点

検
及
び
評
価
報
告
書
で
は
、
停
滞
が
５
事
業

あ
り
、
２
事
業
が
人
権
尊
重
と
健
や
か
な
心

と
体
の
育
成
、
２
事
業
が
い
じ
め
に
関
す
る

も
の
だ
っ
た
。
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
弁　

人
権
尊
重
教
育
推
進
委
員
会
の
内
容

を
見
直
し
、
都
の
人
権
教
育
担
当
者
を
招
い

て
講
演
会
を
開
催
し
、
人
権
意
識
の
向
上
を

図
っ
た
。
ま
た
、
欠
席
日
数
が
累
計　

日
間

１０

を
超
え
た
児
童
・
生
徒
の
状
況
を
指
導
室
と

学
校
が
情
報
共
有
す
る
こ
と
と
し
た
。

人
口
減
少
時
代
に
備
え
、ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
！

篠
宮　

正
明

（
自
民
ク
ラ
ブ
）

質
問 
「
広
報
ひ
が
し
く
る
め
」を
読
み
や
す

く
す
る
た
め
の
検
討
は
。
文
字
を
大
き
く
す

る
こ
と
な
ど
、
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
１
面
に
「
今
号
の
主
な
内

容
」
の
項
目
を
設
け
る
な
ど
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
。
ま
た
、
ど
の
年
代
の
方
に
も
見
や

す
い
よ
う
に
文
字
の
拡
大
は
必
要
と
考
え
る

が
、
紙
面
に
入
る
文
字
量
が
減
る
こ
と
に
よ

り
、
総
ペ
ー
ジ
数
が
増
加
し
印
刷
経
費
等
が

増
額
と
な
る
。
今
後
、
当
該
課
題
も
含
め
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
た
い
。

質
問 
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

聖
火
リ
レ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
経
路
な
ら

び
に
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
選
考
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁　

聖
火
リ
レ
ー
は
、
７
月　

日
よ
り
都

１０

内
全
自
治
体
を
リ
レ
ー
し
、
本
市
は
７
月　
１５

日
の
予
定
。
走
行
経
路
は
、
今
後
、
国
や
都

の
各
委
員
会
お
よ
び
関
係
団
体
等
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
調
整
し
年
末
に
発
表
予
定
。
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
は
大
会
組
織
委
員
会
に
お
い
て

本
年　

月
以
降
に
当
選
者
が
決
定
す
る
予
定
。

１２
未
来
に
つ
な
が
る
街
づ
く
り

島
崎　

清
二

（
自
民
ク
ラ
ブ
）

質
問 
今
の
東
久
留
米
市
政
は
財
政
度
外
視

・
サ
ー
ビ
ス
拡
大
路
線
を
突
き
進
ん
で
い
る
。

行
政
が
税
金
を
使
っ
て
行
う
べ
き
サ
ー
ビ
ス

と
は
何
か
、
そ
の
判
断
力
が
著
し
く
衰
え
て

い
る
。
厳
し
い
改
革
を
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
乗
り
越
え
て
こ
そ
東
久
留
米
市
の
将
来

に
希
望
の
光
が
差
し
込
む
。
私
、
宮
川
豊
史

は
東
久
留
米
市
に
も
う
一
度
改
革
の
流
れ
を

取
り
戻
す
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
誰
よ
り
も
改

革
派
と
し
て
全
力
を
尽
く
す
。　

　

並
木
市
長
は
２
期
目
に
就
任
し
て
か
ら
何

か
新
た
な
改
革
項
目
を
示
し
た
の
か
。

市
長　

各
担
当
が
事
務
事
業
の
分
析
・
調
査
・

振
り
返
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問 
本
市
職
員
の
地
域
手
当
を
国
基
準
６

％
よ
り
４
％
高
い　

％
支
給
し
た
こ
と
に
よ

１０

る
地
方
交
付
税
へ
の
影
響
額
は
。

答
弁　

平
成　

年
度
は
約
８
６
０
０
万
円
の

３０

減
額
。

質
問 
市
長
車
の
委
託
費
は
い
く
ら
か
。

答
弁　

年
間
約　

万
円
。

９００

東
久
留
米
市
を
東
久
留
米
市
と
し
て
存
続
さ
せ
る
た
め
に

宮
川　

豊
史

（
久
留
米
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
）

質
問 
平
成　

年
６
月
に
地
方
自
治
法
が
改

２９

正
さ
れ
、
内
部
統
制
に
関
す
る
方
針
の
策
定

が
市
町
村
長
は
努
力
義
務
と
さ
れ
た
（
令
和

２
年
４
月
１
日
施
行
）。
ま
た
参
議
院
総
務

委
員
会
で
こ
の
法
案
に
対
す
る
付
帯
決
議
と

し
て
、
早
急
に
策
定
す
る
よ
う
検
討
を
行
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

各
市
の
動
き
を
注
視
し
、
監
査
事
務

局
と
総
務
課
で
情
報
共
有
し
、
体
制
等
の
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

質
問 
防
犯
対
策
に
つ
い
て
、
南
町
地
域
は

住
宅
が
増
え
イ
オ
ン
も
で
き
て
人
の
流
れ
が

変
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
本
市
は
特
殊
詐
欺
が

非
常
に
多
い
。
地
域
住
民
か
ら
要
望
が
あ
る

が
、
新
た
な
交
番
の
設
置
が
可
能
か
伺
う
。

答
弁　

住
民
同
意
が
必
須
条
件
と
な
る
が
、

地
域
住
民
か
ら
要
望
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
所
轄
警
察
署
に
よ
る
と
、
人
口
や
面
積
、

事
件
・
事
故
な
ど
の
発
生
状
況
、
警
察
官
の

人
数
、
用
地
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
勘
案

し
て
総
合
的
に
検
討
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

事
務
執
行
に
お
け
る
内
部
チ
ェ
ッ
ク
機
能
強
化
を
！

関
根　

光
浩（公

明
党
）

質
問 
わ
か
く
さ
学
園
の
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
化
に
つ
い
て
、
陰
セ
ン
タ
ー
化
に
伴

い
、
定
員
を　

人
か
ら　

人
に
減
ら
す
こ
と

３５

３２

の
な
い
よ
う
求
め
る
、
隠
セ
ン
タ
ー
化
で
国

・
都
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
付
費
が
増
加
す
る
。

支
援
体
制
の
充
実
が
可
能
で
は
。

答
弁　

陰
定
員
は　

名
と
な
る
が
、
よ
り
多

２８

く
の
定
員
を
確
保
す
る
た
め
に
、
指
導
訓
練

室
を
改
修
し
さ
ら
な
る
活
動
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
こ
と
で　

名
ま
で
受
け
入
れ
可
能
と
な

３２

る
予
定
で
あ
る
。
隠
職
員
体
制
に
つ
い
て
は

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問 
落
合
川
の
遊
歩
道
に
つ
い
て
、
陰
雨

が
降
る
と
水
た
ま
り
が
発
生
し
通
行
し
に
く

い
箇
所
が
あ
る
。
整
備
で
き
な
い
か
、
隠
舗

装
を
全
面
的
に
取
り
換
え
る
な
ど
の
際
は
、

柔
ら
か
い
舗
装
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
が
。

答
弁　

陰
改
め
て
状
況
把
握
を
行
い
必
要
に

応
じ
た
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。
隠
安
全
性

を
考
慮
し
た
部
分
的
な
補
修
を
行
う
が
、
全

面
的
な
取
り
換
え
は
予
定
し
て
い
な
い
。

定
員
削
減
せ
ず
に
セ
ン
タ
ー
化
を
！

鴨
志
田　

芳
美

（
日
本
共
産
党
）

質
問 
市
道　

儿
２
号
線
（
新
所
沢
街
道
）

１０６

の
改
修
工
事
と
信
号
機
の
新
設
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
経
過
を
伺
う
。

答
弁　

計
画
延
長　

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
本

６３０

年
度
、
下
里
四
丁
目
１
番
か
ら
下
里
六
丁
目

３
番
先
ま
で
の
区
間
約　

メ
ー
ト
ル
の
道
路

２０８

工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
２
年

３
月
中
旬
完
成
を
め
ど
に
整
備
を
進
め
て
い

く
。
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
工
事
期

間
中
に
下
里
五
丁
目
７
番
先
付
近
に
設
置
す

る
と
交
通
管
理
者
か
ら
聞
い
て
い
る
。

質
問 
野
火
止
用
水
沿
い
は
樹
木
が
非
常
に

繁
茂
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
樹
木
が
整

備
さ
れ
れ
ば
、
豊
か
な
自
然
に
親
し
む
触
れ

合
い
の
場
に
な
る
。
計
画
的
に
剪
定
を
行
う

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
思
う
が
見
解
は
。

答
弁　

予
算
、
管
理
す
る
植
生
の
距
離
、
樹

木
に
よ
っ
て
は
生
育
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
、

毎
年
度
、
範
囲
を
定
め
て
剪
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
整
備
方
法
等
も
含
め
て
、
効
率

的
な
整
備
が
可
能
か
内
部
で
検
討
し
た
い
。

交
通
安
全
の
前
進
と
野
火
止
用
水
樹
木
の
美
化
！

髙
橋　

和
義（公

明
党
）

質
問 
デ
マ
ン
ド
型
交
通
に
つ
い
て
は
、
運

営
方
針
決
定
後
、
地
域
公
共
交
通
会
議
を
経

て
実
験
運
行
の
運
び
と
な
っ
た
。
地
域
公
共

交
通
の
充
実
を
期
待
す
る
が
、
市
民
の
意
見

等
が
反
映
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。

病
院
等
の
利
用
で
は
、
受
診
時
間
等
の
関
係

で
、
利
用
１
時
間
前
ま
で
の
予
約
は
不
可
能

な
ケ
ー
ス
等
が
考
え
ら
れ
る
。
時
間
延
長
等

の
救
済
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

今
後
の
実
験
運
行
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
で
得
ら
れ
た
課
題
等
に
つ
い
て
は
、
地

域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

質
問 
学
童
保
育
所
の
業
務
委
託
に
つ
い
て
、

人
員
体
制
が
整
わ
な
い
こ
と
か
ら
業
務
委
託

を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
業

務
委
託
の
選
択
よ
り
も
職
員
の
処
遇
改
善
が

先
決
で
は
な
い
か
、
検
討
は
し
た
の
か
。

答
弁　

職
員
の
処
遇
に
つ
い
て
検
討
等
を
し

て
い
る
が
、
何
ら
か
の
形
で
改
善
し
て
い
く

と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

検
討
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

学
童
保
育
所
は
業
務
委
託
よ
り
職
員
の
処
遇
改
善
を

北
村　

龍
太

（
日
本
共
産
党
）

質
問 
わ
が
市
が
何
を
売
っ
て
い
く
か
、
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
念
頭
に
入
れ
た
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
が
必
要
で
は
。

答
弁　

地
場
産
野
菜
や
柳
久
保
小
麦
を
使
っ

た
特
産
品
、
湧
水
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
な

ど
の
観
光
資
源
を
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

質
問 
今
後
、
ど
の
よ
う
に
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
を
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
の
ほ
か
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上

げ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
効
果
的
な
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問 
広
報
紙
の
１
面
を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、

親
し
み
や
す
い
記
事
、
ペ
ー
ジ
数
は
増
え
る

が
文
字
を
大
き
く
す
る
な
ど
目
を
引
い
て
読

ん
で
も
ら
え
る
工
夫
が
重
要
で
は
。

答
弁　

ペ
ー
ジ
増
の
予
算
、
作
成
か
ら
配
布

ま
で
日
数
を
要
し
て
情
報
が
若
干
過
去
の
も

の
に
な
る
点
な
ど
も
あ
り
検
討
が
必
要
。

東
久
留
米
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
拡
く
発
信
を

中
野　

淳
子

（
市
民
と
と
も
に
歩
む
会
）

本会議の進行を務める富田竜馬議長


